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令和5年8月30日

特定非営利活動法人　e-plus生涯学習研究所

市民や自治体の要請でSDGsの視点で考える環
境講座の講師を務めている。環境講座のプロ
グラムのアドバイス、教材等を開発し学校や
自治体に提供している

脱炭素社会に向けた施策を市民の視点で見直
し「自分にできる取り組み」をより多くの市
民に提案し自らも実践する。
市民に対して生涯学習施設（公民館等）にお
いて脱炭素の施策や環境活動の説明を行い実
践した結果や市民側の要望を行政に伝える。

市民、子ども達に対して環境講座を行い、環
境面からSDGsの考え方にアプローチし「環境
、社会、経済とのつながり」を説明する。
簡単にできる「住宅環境の整え方」や具体的
な「省エネ家電の選び方と使い方」を解説し
脱炭素に向けて購買行動を促す。

④質の高い教育をみんな
に,⑬気候変動に具体的
な対策を,⑫つくる責任
 つかう責任

・講師を務めた学校・市民向けの環境講座の
のべ参加人数は令和4年度は6300人を越えた。
・岐阜県気候変動適応の委託により適応策に
対する意識調査と小中学生向き教材開発と実
証授業を行った。
・岐阜県脱炭素社会推進課、美濃加茂市環境
課と協働して｢SDGsの視点から海洋プラスチッ
ク」の授業を小学校で行っている。
・岐阜市と協働しSDGsの視点から「水環境」
の授業を小中学校６校で行っている。

当法人が講師をしたSDGｓ、環境
学習・環境教育の延べ人数

令和5年度　講座参加者数　のべ
7000人を目指す

④質の高い教育をみんな
に,⑬気候変動に具体的
な対策を,⑫つくる責任
 つかう責任

④質の高い教育をみんな
に,⑫つくる責任 つかう
責任,⑬気候変動に具体
的な対策を

令和4年度　学校での環境学
習・市民向けの環境講座の参
加人数6300人を越え、その3
分の1は省エネルギーに関す
る講座だった。

・令和4年に省エネルギーセンターの講
師依頼で11講座行った。
・岐阜市公民館８講座、美濃加茂市講座
２講座、関市生涯学習センターで４回の
連続講座を行った。
・省エネや環境に関して詳しい環境カウ
ンセラー５名、省エネ・脱炭素エキスパ
ート、スマートマスター各１名、家電製
品アドバイザー２名、環境計量士２名、
公害防止管理士１名等、専門的な資格を
持つメンバー所属しいる。

当法人が行う省エネルギーの授業
及び環境講座数

当法人が行う省エネルギーの授業
及び環境講座数

令和5年に省エネルギー関連の20
講座を行う

令和5年中に20講座を行う

重点項目について法人内で共有している。
講座等について内容を共有している

環境カウンセラーメディア情報
ＳＤＧｓとつなぐ環境教育活動の紹介
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